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繋げよう絆・広げよう地域の輪

富士通アイソテック ベースボールクラブ
野球で福島を元気に！

大会2日目（11日）MSH医療専門学校（中国・四国）に9-3の逆転勝利し2年ぶりに初戦突破。試合では八百板飛馬
主将が本塁打を含む2安打4打点と活躍。先発のエース本間陸が完投勝利。しかし翌日の準々決勝は、今大会優勝
の大和高田クラブ（東近畿）と対戦し0-7のコールドで敗れました。連投の本間陸は4回まで6失点。打線も7安打を
放ったが１１残塁とチャンスを生かせず、今年も日本一の夢はかないませんでした。大会中平日にも関わらず、サ
ポーター、選手家族、友人、協力会社、富士通関係者を含む多くの方が球場に駆けつけ大きな声援を送り続けました。

＜応援風景＞

試合前のエール交換

エース本間、2試合完投1回戦バックスクリーンへの特大ソロホームラン！八百板飛馬

レッドタオルを使用して選手達へ応援！

チーム横断幕、選手幕、伊達市昇り！ 得点シーンでのワッショイで盛り上
がる応援

初戦勝利後、選手・応援の皆さん

チャンステーマ アゲアゲ！


